
講評：�

　都内の住宅街に建つ築後20年を経た一戸建て木造住宅の増改築である。

建物はもともとあった母屋に現在の夫婦が同居するために別棟を増築し

たもので、棟のつながり方や採光通風がよくなかったために今回の建物

全体の大改修となった。リフォームの動機には、「自宅にアトリエとサ

ロンを設けたい」という夫人の希望と、ご子息夫婦の同居という事情が

あった。�

　改造された住宅は中庭を中心に穏やかなつながりのある二世帯住宅と

してうまく再構築されている。中庭に面して１階には床の間や天井をそ

のまま残したファミリールームを、また２階には昔の障子を再利用した

和室をつくり、二つの世帯の共用空間として利用するようにした。�

　リフォームの計画に当たっては耐震性や採光、通風などについてもき

め細かく検討されている。耐震性では柱や梁を補強した。またアトリエ

には採光のためにガラス瓦で天窓をつくり、通風のための小窓を各所に

設けた。暖房には床暖房を採用し全体として安全で快適な生活空間に�

なっている。�

　間取りの再構築について補足すれば、居間は婦人のカリグラファー教

室に利用できるサロンに改装し、食堂は天井を取り払って吹抜けのある

アトリエになった。�

　道路側からの外観も大胆に和風から洋風に変えた。それに伴い駐車ス

ペース前の門塀も新しい建物に合ったデザインとして美しい景観を創出

している。�

　大規模なリフォ－ムであったため、設計期間も工事期間も共に長かっ

たが、その間に施主と設計者と施工者との関係が親密になった。設計者

の「この仕事は楽しかった」という言葉がそれをよく物語っている。�

本格的な住宅リフォームの時代に相適しく新築では得られない住まいの

歴史を程よく残すとともに、住み手の新しいライフスタイルを見事に実

現させたリフォームの事例として高く評価できる作品である。�

　以上の理由により住宅リフォーム推進協議会会長賞に推薦した。�
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